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第５章 第３期大田市食育推進計画 

１ 食の循環や環境を意識した食育 

 

 

食べ物の生産から消費までの食べ物の循環を私たち一人ひとりが意識しながら、

食品を購入するとともに、無駄なく調理し食べ残しをなくすなど、環境に配慮した

工夫をすることが大切です。 

 

 

◎環境にやさしい食生活や活動に取り組もう 

◎多様な体験活動を通じて食への関心を高めよう 

◎地産地消を推進しよう 

 

 

 

ライフステージ 取り組み事項 

乳幼児期（保護者） 
・体験活動等を通して食べ物を大切にし、感謝の心を

もつようにしよう 

学童期・思春期 
・体験活動等を通して食べ物を大切にし、感謝の心を

もつようにしよう 

青・壮年期 

高齢期 

・食べ物を大切にし、買いすぎや作りすぎ、食べ残しを
しないようにしよう 

・無駄なく調理し、生ごみの減少や食べ残しを少なく
するなど、環境に配慮した食生活を送ろう 

・地域で行われる食に関する学習や体験活動等に積極
的に参加し、食と農への理解を深めよう 

・地元産や旬の食材を知り、積極的に取入れよう 

 
 

 

・親子で参加できる農業体験事業を開催します 

・生産過程の見学、農業体験や漁業体験、調理実習等の様々な体験活動を通

した食育を行います 

・食に関する指導の年間計画・全体計画に基づき、食育を実践します 

  

施策の方向 

行動目標 

市民の取り組み 

地域・団体の取り組み 
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・環境に配慮した食生活の普及啓発に努めます 

・大田市地産地消の日（毎月第 3 金・土・日曜日）の発信・啓発に加え、関

係団体と地産地消の啓発活動を行います 

・地産地消推進計画と連動した取り組みを行います 

 
 
 

項目 
現状値 

H30 年度 

目標値 

R5 年度 

食育に関心を持っている人の割合の増加（再掲） 
男性 29.3％ 32.0％ 

女性 48.7％ 54.0％ 

学校給食における地元産食材の活用割合の増加 66.9% 70.0% 

食べ残しを減らす努力をしている人の割合の増加 74.5% 増やす 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

行政の取り組み 

数値目標 
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 ２ 食文化の継承に向けた食育 

 

 

日本の食文化には、食材、食べ方、作法など様々な要素が含まれています。 

郷土料理や行事食、ごはんを中心とした一汁三菜を基本とする和食（日本型食

生活）を、家庭をはじめ、学校、地域等食に関わる様々な関係機関が連携し、食

体験を通じて次世代へ継承していくことが必要です。 

 

 

◎地域の食文化を継承しよう 

◎ごはんを中心とした和食（日本型食生活）を継承しよう 

 

 

ライフステージ 取り組み事項 

乳幼児期（保護者） 
・大田市の郷土料理を時期に合わせておいしく食べよう

・子どもに食文化を伝えよう 

学童期・思春期 

・地元産や旬の食材を知り、地域に伝わる郷土料理や行
事食を学び、大切にしよう 

・体験活動等を通して食べ物を大切にし、感謝の心をも
つようにしよう 

青・壮年期 ・季節ごとの郷土料理や行事食に関心を持とう 

高齢期 
・地域活動に積極的に参加し、食文化や伝統料理を次世

代に伝えよう 

 

 

施策の方向 

行動目標 

市民の取り組み 

（農林水産省 これからの食育で大切なことより抜粋） 
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・学校では、給食時に地元産や旬の食材、また、郷土料理や行事食の意義に

ついて子どもに伝えます 

・地域住民と連携し、菜園活動やクッキングなどを行い、作る楽しさ、食べ

る楽しさを体験する機会をつくります 

・食文化の伝承を行います 

 
 

 

・「大田市食育の日（毎月 19 日）」や食育月間（毎年 6 月）やさまざまな行

事を通じ、和食（日本型食生活）を推進します 

・食育ボランティアの活動を支援します 

 

 

 
 

項目 
現状値 

H30 年度 

目標値 

R5 年度 

食育に関心を持っている人の割合の増加（再掲）
男性 29.1％ 32.0％ 

女性 48.7％ 54.0％ 

地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や

作法等を継承している人の割合の増加 

20 歳～ 

30 歳代 
36.1% 増やす 

40 歳～ 

70 歳代 
46.8% 増やす 

 
 
 

 

  

地域・団体の取り組み 

行政の取り組み 

数値目標 


